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監督職員

週休二日制工事実施要領による。

する。
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既存製作所と同一 製作所又は同等以上としカラ ー仕様とする
ガラスは透明(Y) 5mm、 型板(Y) 4mmを使用する

・スペアーキー
、 各屏毎に 3本用意する。

〇既設部分の破損の際の仕様に留意して 、 事前に確認を要する，

既設建具の原状の仕様の成形をする。

〇電気霞源幹線の引き込み開口加工の為に、 外壁餓板、 取り付け． 開口加工する。

建具開口寸法、 910x2,400:アルミパネル＋建具枠4方十開口100</J X 2か所
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◎、 遮光率、 約50~55%

株式会社イノベックス 高密度ポリエチレン

製品名 、 ダイオネット 、 810SO、

色相、 シルバー

◎、 遮光率、 約75~80%

株式会社イノペックス 高密度ポリエチレン

製品名 、 クールホワイト 、 1220SW

色相、 WH

③�菊温室等は 、 部位（方位）毎に遮光率、 等を使い分ける。

（上記、 1 、 2 、 等、 設計図書による。 ）

他 、 使用材料は 、 現物見本により施工確認する。

7 I 1 既存木部

塗 2 素地ごしらえ

装 既設j負傷部分等

工
事

3 床用塗料塗り

4 木材保護着色剤塗り

屋内の木部見え掛り部分全てを清掃して下地処理 、 仕上塗装を行う (OS CL 、 OP、 SOP, DP) 

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別 ·メーカーの仕様による。 (17. 2. 4.)（表17、 2.3)（表17. 3. 4) 

種 別 施工部位及び塗料種別
A 種 銅製の建具及び、 2 液形ポリウレタンエナメル塗り、 常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

塗りの場合
B種 A種、 C種以外
C種 下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

せっこうポード及びその他のポー ド面の素地ごしらえの種別 (17. 2. 7)（表17.2.7)

種別 ※ B 種 • A種（施工箇所：
材質 ウレタン樹脂系塗料（※標準色・
仕上種別 ※平滑仕上げ ・防滑仕上げ

塗布晟 プライマ ー塗りのうえ主剤2回塗りとし、 総塗布呈は 0.5kg／パ以上とする
材質 浸透性の低塗膜形成型木材保護着色塗料（※憬準色）

仕上種別 ハケ塗り叉はスプレー塗り

塗布盪 下塗りペースを 1 回塗り、 主剤を 2 回塗を基準とする，

塗装仕上げ色1ま 、 事前にサンプル確認の上に 、 御苑管理監督員の確認を受ける事とする。

◎、 設計荷勇、 等 1 0建築基準法に基づき定まる地震荷重 、 風圧力及び1責雪荷望の算定には次の条件を用いる。

建染基準法施行令第8 1条、 および告示 1 461による，

〇月雪荷重

平成 12年5月31日建設省告示第1455号

〇環境への配慮 I C泣築物内部に使用する材料等、 設計図書に規定する所要の品質及び1生能を有すると共に

次の①から④を満たすものとする。

① 、 合板 ． 木質系フロ ー リング、 構造用バネル、 集成材、 単板積層材、 MD F. 

Pポード 、 その他の木質建材、 ユリア樹脂板 、 壁紙、 接着剤、 保温材． 援衝材． 断熱材．

塗料 ． 仕上塗材は、 アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は極めて少ない

法令に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②接着剤及び塗料は 、 トルエン 、 キシレン及びエチルベンゼンの含有星が少ない材料、 等

補修用の塗料も同様に 、 化学物質の少ない材料を使用する。

③接着剤は 、 可塑性（フタル骰ジ ー n ー プチル及びフタル酪ジー 2 ーエチルヘキシル等を

含むものも同様に、 少ないものを使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、 書架 、 実験台 、 その他の什器傾、 ホルムアルデヒド 、

等、 （難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか 、 発散が極めて少ない材料を使用した

材料、 合板等を使用する。

・設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において 、 「規制対象外」とは

次の①又は②に該当する材料を指し、 同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

材料を指す。

①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、 第二種及び第三種ホルムアルデヒド

発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

OI里設配管・配線および 〇ぁと施エアンカ ー工事

鉄筋調査 コア抜き 、 はつり工事等

⑨既存資料調査

・ 探査機（電磁波レー ダー法又は霊磁波誘導法）による探査

配管·配線等の位置の墨出を行う

範囲 既設の躯体、 構造物、 等、 のハツリ部分、 及び図示による

1 外壁サイディング

識標示表5
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下張防水紐、 及び水切金物等は既設建物の仕様により施工する事として、 確認施工をする。

・ 木製腰板部分の破損修復等に隙しては、 事前に監督貝の確認を要する。

補修、 保全塗装等の塗装色についても同様に見本品確認の上に施工する。

・ 木製飾り柱、 横架材等も同様に対応する。

表札表示付郵便受け ※図示（市販品 ※ステンレス製 ・ ） （23. 2. 10) 
・無し

誘導標樺、 非常用進入口表示等は市販品とし、 その他は共通詳細による，

製造所 監督職員の承諾する製造所

6 天井点検口 材質 木製、 仕上げ材 じ 等（※額縁タイプ ・目地タイプ）

既設仕様の維持管理 、 修繕、 養生を行う a

7床点検口 材質アルミニウム製（受け枠※アルミ製 ·ステンレス製）
製造所 評価名簿による

〇建物ジョイント部材 ・既製品セットを使用する
既設損傷部分等 ·既製品に無い場合は 、 板金加工し、 2 棟の建物をジョイントしてする。 屋根、 外壁は防水シール

防水シー リングは、 板金ジョイント部分の内側 、 及び外側に 、 留め金具部分にもシールする。

〇 維持管理保全について 1 ，屋根、 外壁の防水保証書を提出する。

|0椎1寺管理上の補修を要する。 保全に要する期間の報告、 等：JASS 1による。 保全措置期間参照

•各部材の性能証明書を提出する。

・屋根、 外壁の防水は 、 1 0年の保証書を 3 遮連名で提出する。

雨水排水に関する樋からの漏水による損1篇も同様に対処するものとする。

〇使用材料の見本品 、 サンプルは一式提出する。

|0引き渡しの際の、 予偏品目 、 エ具については． JASS 1による。

使用した材料の, I生能品質の確認できる資料もあわせて報告する。

施工品質確紹書頬としては 、 施工業者、 及び材料メーカ ー等の報告を要する。

使用材料、 付属品 、 消耗品等、 耐久性、 椎1寺管理 、 劣化、 交換の必要時期：年月は個々に報告する。

〇放射線透過試験

労働安全衛生法、 「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、 次による。

(I) 作業主任者は、 エックス線作業主任者の資格を有するものとし、 資格を証明するもの

とし、 資格を証明する資料を監督職員に提出する。

(2)放射線照射量は最小限のものとし、 照射中は人体に影響のない程度まで照射器より離

れる。 また 、 作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

(3) 需出時間は 、 コンクリートの厚さ等により 、 適宜調整する。

(4)付近にフィルム、 磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

(5) 躯体の盟出しは 、 表裏でズレがないように措置を講ずる。

〇既設躯体の修繕、 等 | C)鉄筋コンクリート 、 及び鉄骨部分の損傷は 、 大小にかかわらずに 、 適宜報告の上に

躯体の復旧工事を行う。

・鉄筋コンクリート 、 及び鉄骨部分の損傷範囲 、 深度の解る写真の撮影の上に報告し、

現場確認、 及び補修、 補強の施工報告の上に 、 補強復旧する．

・補修に際して、 下記の報告を要する。

補修報告書、 補修部分の施工範囲の解る写真を添付したもの

補修材料、 及び補修方法、 等、

補修工程、 及び全体工事工程の変更等の報告 、 及び完了確認の出来る日程の調整等

．既存の破損時、 及び補強、 補修工事、 及び完了時には整理者の確認の上に行う。

既設の躯体のハツリ 、 コア抜きも、 同様に対処する。

〇既存部分の養生

〇植栽等の接生、 等

。その他、 等

〇作業要領、 等

0既存の躯体、 及び仕上げの養生を行う。

シート養生 、 等 、 既存の損傷の無い様に、 養生する。

蓑生施工、 等、 事前に施工計画書の提出の上に 、 確認を得るものとする。

養生する場所 、 部分ごとに 、 対処する 。

〇植栽等の養生、 等 、 養生により、 枯れてしまう植物もあり 、 必要に応じて移設する＇

植栽の移設の際には 、 事前に御苑の担当係官に確認の上に 、

植栽の種頬ごとに 、 それぞれ、 対応する事として、 植栽の環境を変える事の無い様に

植栽に 、 ストレスを与えない様に、 移設 、 養生をする．

植栽によっては 、 養生の出来ないものがあり 、 適宜確認する。

。植栽等の移設の際には、 作業が終了した際には、 元に戻す、 等、

植栽によっては、 時間的に、 他に 、 移設が出来ない植物もありますので． 個々に 、

植栽に応じて、 また、 天候に応じて 、 移設したままにしないで、

元の環境に 、 戻す、 等、 植栽毎に 、 御苑担当官の指示により、 移設 、 戻しの対応をする。

適宜、 元に戻す事の確認の上に、 対処する。

〇鱈内、 日除け棚内部での 、 事前調査 、 作業、 確認、 等の際には 、

短時間でも、 温室内の、 気温、 湿度、 気圧の変化により 、 植栽に悪影響が起きない様に 、

適宜、 出入り口のドア、 及び窓 、 遮光ネット、 等による環境を変えない様にする。

栽培施設の内外の環境を、 変えない様に対処する。

0 ・工事車両は 、 事前に 、 車両の仕様車種。 車両数の報告を要する。

回送車両の 、 御苑内での通行は、 一般来苑者に干渉しない様にする。

指定された場所に駐車して 、 車両証を掲示する。

〇御苑内での喫煙 、 飲食は 、 指定された場所以外では 、 行わない。

喫煙や飲食時のゴミは、 生活ごみとして 、 個人的に処分する。

適宜、 飲食店 、 売店により処分する。

01雑苑内の便所等を使用する場合には ｀ 一般の来苑者に違和感の無い様に使用する。

作業用の、 道具や工具、 等 、 身に着けての使用はしない。

同様に 、 工事用の図面等を 、 便所内に放置したり、 生活ごみとして捨てたりしない。

〇新宿御苑内、 及び周辺での作業の際には、

新宿御苑作業要領を遵守すること、 及び 、 環境省基準、 等による 、

公共工事における作業心得等により、 工事作業を履行することを遵守する。

工事名称

工事場所
発注機関
公園名称

—淡 宜

令和 8 年度新宿御苑温室・菊栽培施設遮光設備等改修工事

こ□□：：局｀御苑管理事務所

新宿御苑

科長 I 補佐 1 専門官 I 担当者 所
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監督職員

監督職員

は監督職員

監督職員

監督職員の確認を受ける

する。



監督職員

新設

新設部分は、地中掘削、配管配線の施工をして、原状復旧する。









監督職員の確認を得る。
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監督職員
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監督職員

1





引込み硝子加工

引込みパネル加工

鉄票：鉄製の標示金物

鉄票

コ票：コンクリート標示杭

コ票

コ票

コ票

コ票







仕様

仕様

21

97

１、幹線

１、幹線

固定

により

の確認をし、

、

10

EM-CE、3.5ー３C

EMーCE、3.5ー３Ｃ

ＥＭ－ＣＥ、3.5ー３Ｃ




